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社
会
保
険
加
入
対
策
の
影
響
を
う
け
て
事
業
所
か
ら
の
組
合
加

入
者
が
た
い
へ
ん
増
え
、
と
く
に
若
手
の
従
事
者
が
目
立
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
仲
間
の
就
業
の
実
態
と
仕
事
や
生
活
、
組

合
活
動
へ
の
要
求
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
は
、
若
手
の
従
事
者
の

活
動
参
加
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
の
組
合
活
動
の
発
展
に
欠
か
せ

ま
せ
ん
。2
0
1
6
年
に
後
継
者
対
策
部
を
中
心
に
実
施
し
た「
若

手
事
業
所
従
業
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

【
本
部
・
中
村
哲
郎
記
】
青
年

と
後
継
者
世
代
の
加
入
状
況
を
調

べ
た
と
こ
ろ
2
0
1
7
年
度
の
秋

の
月
間
で
の
加
入
は
、
50
歳
未
満

が
71
・
8
％
、
土
建
国
保
と
セ
ッ

ト
で
加
入
も
昨
年
に
比
べ
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
土
建
国
保

に
加
入
す
る
特
定
被
保
険
者
（
事

業
所
従
事
者
）
の
割
合
は
62
％
で

2
0
1
6
年
度
か
ら
1
2
8
4
人

増
加
し
て
い
ま
す
。

年
々
高
ま
る
事
業
所
従
事
者
の

割
合
は
、
特
に
青
年
・
後
継
者
層

に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
、
後
継
者
対
策
の
課
題
は
事
業

所
従
事
者
の
組
織
化
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
0
1
6
年
度
は
、
事
業
所
に

従
事
す
る
若
手
組
合
員
の
増
加
に

伴
い
、青
年
・
後
継
者
世
代
と
の
つ

な
が
り
を
強
め
る
た
め
に
は
、
そ

の
実
態
と
要
求
を
把
握
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
、
後
継
者
対
策
部
が

中
心
に
「
若
手
事
業
所
従
事
者
ア

ン
ケ
ー
ト
」を
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
目
的
は
①
事
業
所
従
業
員

の
要
求
把
握
、
②
事
業
所
従
業
員

の
組
合
の
帰
属
意
識
を
植
え
つ
け

る
取
り
組
み
と
し
て
、
③
分
会
と

分
会
事
業
主
と
の
つ
な
が
り
強

化
、
④
事
業
主
の
運
動
へ
の
理
解

を
は
か
り
、
従
業
員
の
分
会
活
動

の
参
加
と
な
る
意
識
づ
く
り
と
し

ま
し
た
。

賃
金
形
態
、

休
日
数
も
明
確

調
査
対
象
は
、
東
京
土
建
国
保

に
加
入
し
、
健
保
適
用
除
外
を
受

け
て
い
る
49
歳
以
下
の
組
合
員
本

人
2
万
6
1
5
5
人
（
2
0
1
6

年
9
月
時
点
）
を
対
象
と
し
ま
し

た
。
調
査
期
間
は
、
2
0
1
6
年

10
月
か
ら
12
月
ま
で
と
し
、
最
終

回
収
は
2
0
1
7
年
1
月
24
日
本

部
着
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
調

査
方
法
は
、
本
部
が
作
成
し
た
対

象
者
リ
ス
ト
・
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

に
基
づ
き
、支
部
か
ら
①
事
業
所
、

対
象
者
本
人
に
郵
送
す
る
。
②
事

業
所
へ
手
渡
す
方
法
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、

回
収
目
標
は
調
査
対
象
の
20
％
の

5
2
3
1
人
と
し
、
回
収
数
は
22

支
部
か
ら
1
8
9
0
人
分
（
達
成

率
36
・
1
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
ご
奮
闘
い
た
だ

い
た
組
合
員
・
書
記
局
の
み
な
さ

ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
回
収

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
建
設
政
策
研
究
所
に

デ
ー
タ
集
計
、
分
析
、
調
査
結
果

報
告
書
の
作
成
を
依
頼
し
ま
し

た
。
2
0
1
7
年
12
月
中
を
め
ど

に
報
告
書
を
作
成
し
、
支
部
へ
配

付
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
か
ら
明
ら
か
と
な
っ

た
の
は
、
若
手
従
業
員
の
会
社
で

の
勤
務
実
態
（
①
仕
事
内
容
、
②

働
き
先
、
③
賃
金
形
態
、
④
労
働

時
間
数
、
⑤
休
日
数
、
⑥
会
社
で

の
処
遇
等
）、
組
合
の
認
知
度
、
要

望
や
後
継
者
世
代
の
要
求
と
建
設

業
で
働
く
意
欲
度
合
な
ど
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の

特
徴
点
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

組
合
の
認
知
度
を
調
査
し
た
結

果
で
は
、
組
合
業
務
利
用「
あ
り
」

は
84
・
5
％
と
高
い
傾
向
を
示
し

ま
し
た
。
業
務
利
用

の
上
位
は
国
保
組
合

制
度
で
、
①
健
康
診

断
（
77
％
）
、
②
宿

泊
補
助
（
22
％
）
、

③
デ
ィ
ズ
ニ
ー
割
引

（
19
・
3
％
）
、
④

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
17
・
5
％
）
で
し

た
。
そ
の
反
面
、
ど

け
ん
共
済
会
、
技
術

技
能
講
習
の
業
務
利

用
が
低
い
状
況
が
明

ら
か
で
、
周
知
が
弱

い
こ
と
が
伺
え
ま

す
。
そ
の
内
訳
は
、

ど
け
ん
共
済
（
14
・

1
％
）
、
技
術
技
能

講
習
（
7
・
1
％
）
、
自
転
車
保

険（
3
・
3
％
）、
火
災
共
済（
2

・
5
％
）
、
ど
け
ん
共
済
あ
っ
せ

ん
事
業
（
2
・
4
％
）
、
自
動
車

共
済
（
1
・
2
％
）
と
利
用
率
が

低
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
組
合
が

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

参
加
で
は
「
あ
り
」

は
2
割
を
切
り
、「
Ｐ

Ａ
Ｌ
」
「
青
年
部
」

な
ど
の
組
合
運
動
面

の
認
知
度
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い

現
状
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
現
状
の

中
で
も
ま
っ
た
く
組

合
活
動
・
運
動
に
参

加
し
た
こ
と
が
な
い

人
で
も
要
求
が
一
致

す
れ
ば
参
加
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
が

45
％
も
い
ま
す
。
参

加
し
た
い
取
り
組
み

で
は
①
資
格
講
習
会
（
16
％
）
、

②
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー（
9
・
3
％
）、

③
釣
り
（
6
・
9
％
）
、
④
税
金

制
度
学
習
な
ど
（
4
・
4
％
）
が

上
位
で
す
。
そ
の
他
フ
ァ
ミ
リ
ー

向
け
イ
ベ
ン
ト
、
防
災
活
動
、
復

興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
労
働
者

権
利
学
習
、
独
立
に
向
け
た
学
習

な
ど
青
年
・
子
育
て
世
代
の
要
求

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

自
由
回
答
の
中
で
の
特
徴
で

は
、
仕
事
の
抱
負
や
決
意
（
①
健

康
や
労
働
安
全
志
向
、
②
技
術
向

上
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
③
仕
事
へ

の
熟
達
意
欲
、
④
独
立
心
）
が
目

立
ち
ま
す
。
ま
た「
賃
上
げ
」「
長

時
間
労
働
の
是
正
」「
職
場
環
境
の

改
善
」
「
転
職
希
望
」
「
人
材
育

成
」「
建
設
業
界
の
改
革
」
と
い
っ

た
要
望
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
組

合
へ
の
要
望
は
、
土
建
国
保
・
ど

け
ん
共
済
会
制
度
の
業
務
改
善
・

拡
充
を
求
め
る
声
が
多
く
記
載
さ

れ
、
組
合
費
・
保
険
料
の
軽
減
要

望
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、
事
業
所
の
若

手
従
業
員
の
就
労
状
況
、
制
度
の

認
知
度
合
い
、
組
合
制
度
の
利
用

状
況
と
認
知
度
合
い
、
若
い
人
が

組
合
に
求
め
る
要
求
な
ど
一
定
明

ら
か
と
な
り
有
効
な
情
報
で
す
。

今
後
の
組
合
活
動
と
専
門
部
活
動

を
す
す
め
る
上
で
の
参
考
と
な
る

取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
結
果
の
詳
細
分
析
は
、
後
継

者
対
策
部
だ
け
で
な
く
、
機
関
内

（
全
専
門
部
）
で
若
手
事
業
所
従

事
者
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

若
手
従
業
員
の
勤
務
実
態
の
特

徴
は
、
賃
金
制
度
で
は「
月
給
制
」

が
7
割
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
現

場
従
事
者
で
み
る
と
5
割
台
と
な

り
、
「
日
給
月
給
」
の
割
合
が
高

く
な
り
ま
す
。
休
日
で
は
現
場
従

事
者
の
7
割
が
「
週
休
1
日
」
で

あ
り
週
休
2
日
に
は
程
遠
い
現
状

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
事
業

所
と
労
働
契
約
書
の
取
り
交
わ
し

状
況
は
「
結
ん
で
い
る
」
が
6
割

台
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
に
賃
金
が
上
が
っ

た
割
合
は
全
体
で
45
％
弱
、
有
給

休
暇
制
度
の
周
知
で
は
、
「
知
っ

て
い
る
」
は
57
％
、
「
知
ら
な
い
」

28
・
4
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、

現
場
従
事
者
の
み
で
見
る
と
「
知

っ
て
い
る
」
は
39
・
2
％
ま
で
下

が
り
ま
す
。賃
金
制
度
の
違
い（
日

給
月
給
は
低
い
）
、
丁
場
別
（
町

場
は
低
い
）
で
も
一
定
の
傾
向
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
育
児
・

介
護
休
業
制
度
の
周
知
は「
あ
り
」

が
25
・
1
％
と
低
く
、
退
職
金
制

度
の
有
無
で
は
「
あ
り
」
が
39
・

8
％
と
低
く
、
建
設
業
退
職
金
共

済
制
度
の
周
知
が
不
十
分
な
状
況

が
読
み
取
れ
ま
す
。
小
規
模
事
業

者
が
多
い
中
、賞
与
の
有
無
で
は
、

「
な
し
」
「
無
回
答
」
が
過
半
数

を
上
回
る
現
状
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。

２２
支
部
１
８
９
０
人
が
回
答

勤
務
実
態
、組
合
認
知
度
も
把
握

現
場
は
７
割
が
週
休
１
日

労
働
契
約
書
は
６
割
が
結
ぶ

約８５％が組合業務利用
上位は健診などの国保制度
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